       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元     天下御免の悪党たち（室町①）

２．単元目標      （１）鎌倉中後期以降、世界市場の成立を背景に商工業が発展したことを知る。

　　　　　　　　　（２）それに伴い人々の生活と意識が変化し、古い秩序が崩れ，新しい秩序が形成

　　　　　　　　　　　　され始めていることを知る。

３．単元の指導観  鎌倉中期以降はモンゴル帝国の成立による「世界市場」の成立という世界史的条件を背景に、日本列島でも商工業が発展した時代である。その結果、旧来の土地を仲立ちとした秩序は崩れ、新たに流通と交換を基礎とした金を仲立ちとした秩序が形成され始めた。御家人層の分解や高利貸しの跳梁、そして悪党の活動と惣村の成立はその新しい秩序の現れである。この動きに対して貴族・武士双方の側から、新たな支配秩序として、中央集権的官僚制国家の構想が出されたが、支配層の合意の未成立と、法秩序の崩壊と自力救済の論理の登場の中で、この試みは費え去った（北条得宗専制・後醍醐の建武新政・室町幕府の崩壊）。下克上の世の中とはこのようなものであった。

　　　　　　　　　この下克上の世の成立の過程を、絵巻物と太平記などの説話を使用しながら、人々の生活と意識が変化したことと、新しい秩序への模索の過程を具体的にとらえさせていきたい。（「室町②」ではその自立救済社会と中央集権的官僚国家のせめぎあいの中から「秀吉の平和」「幕府による法の下の平和」の体制ができたことをつかませたい）

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
世界が一つになる日
１モンゴル帝国の成立過程を知る。

２モンゴル帝国の政策を検討し、それが誰にとってどのような利益をもたらすかを考えることを通じて、世界市場が生まれ、世界はひとつになったことを知る。

３日本も世界市場の重要な一環であったことをモンゴルの来襲の事件を通じて知る。

２
武士にとって大事なものは何？

（蒙古襲来絵詞より）
１武士は領地を守るために命をかけ、日々武芸を鍛錬していたこと、鎌倉幕府は武士たちのこの要求にどのような仕組みで応えていたかを確認する（復習として）。

２蒙古襲来における竹崎季長の行動と恩賞を要求する彼の弁舌を検討することを通じ、「一所懸命」の武士像を再確認する。

３
地獄のさたも金次第？

（跳梁する高利貸し）
１御家人が借金をするようになったことを知る。

２その背景には商工業の発展と貨幣経済の浸透があったことを知る。

３永仁の徳政令を詳しく検討し貨幣経済の浸透は幕府の力をの越える事態であることを認識する。  

４
神仏などくそ食らえ！

（跳梁する悪党と商工業の発展）


１「悪党」とはどのような人々かを既得の知識を基に考え、「悪党」とは幕府に従わない武士であることを知る。

２悪党の背景には農業･商工業の発展に伴う農民の力の上昇による新たな武力集団の登場と、借金で領地を失った多量の御家人の存在という社会の変化があったことを学ぶ。

３悪党にとっては神仏や既成権力より金が第一であったことを彼らの行動から知る。

　

５
東夷なにするものぞ

（旧来の秩序の崩壊と中央集権化の試み①）
１異形の天皇後醍醐の登場と彼の「倒幕」への強い意思を知る。

２天皇が幕府を倒すにはどのような人々に頼ったらよいかを考え、鎌倉末期の政治社会状況をつかむ。

３悪党たちの奮戦のさまと御家人の困惑の状況を知る。

４なぜ有力御家人たちが幕府をみかぎって天皇方についたかを考え天皇の目指すものと有力御家人の目指すものの違いをつかむ

６
夢のまた夢

（旧来の秩序の崩壊と中央集権化の試み②）
１建武新政の成立からその崩壊と室町幕府による統一までの過程を知る。

２建武新政で後醍醐がどのような政治を目指したかを学ぶことをつうじて有力御家人たちの夢と後醍醐の夢、そして公家たちの夢とがずれており、ここに建武新政崩壊の原因があったことをつかむ。

３室町幕府の仕組みを知りその統一の理念をつかむ。

  

７
いざ！帆を上げよ！

（国家の枠を越えて活動する武装商人たち）
１日本海・東シナ海・南シナ海を囲む地域には大規模な貿易が行われており、かなり活況を呈していたことを知る。

２中国は貿易を統制しており、国家間の国交を結んでいない国々の商人は、密貿易とみなされて倒滅の対象になっていたことをつかむ。

３足利義満の明との国交回復・勘合貿易の開始は、倭寇にたいして合法的に貿易に乗り出す機会を与え、日本の海外貿易は急速に発展するきっかけを得たことをつかむ。

８
土民天下を揺るがす（土民蜂起と室町幕府）
１土民が誰を指す言葉であり、土一揆は何をどのように要求したものであるかをつかむ。（大乗院日記を使用）

２正長の土一揆の徳政碑文と大乗院日記から、徳政を勝ち取った土民と支配者の側双方の意識の違いをつかむ。

３嘉吉の土一揆を通じて土民の団結の力が幕府をも超える大きなものになっていたことを知る。

９
都が燃える

（応仁の乱と下克上の世）
１将軍の後継争いをきっかけとして起きた応仁の乱以後、守護大名どうしの激しい争いが各地で続いたこと。

２戦乱の中で荒らされた京都の町や大きな港町（堺や博多など）では町衆を中心とした一揆が組まれ、守護･幕府に対抗する動きが始まったこと。

３戦乱で村を荒らされた地域では、地侍を中心とした農民たちが一揆をくみ、守護大名と戦い、地域によっては守護大名を追い出すに至ったこと（山城の国一揆・加賀の一向一揆）

４以上のような状態を「下克上の世」と当時の人々は呼んだことを知る。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

天下御免の悪党たち①「世界が一つになる日」

１．本時の目標　　①モンゴル帝国の成立によって世界市場が生まれ、世界は一つになったことを知る　　　　　　　　②日本もその不可欠の一部であったことを蒙古襲来を通じて学ぶ。

２．本時の指導観　モンゴルといえば蒙古襲来によって「野蛮」とのイメージがある。しかしその実態はおおいに商才にたけ、その商業政策によって世界貿易が進展した。本時に於いてはモンゴル帝国の商業政策を検討することを通じて、それがおおいに世界貿易を進展させるものであり、モンゴル帝国はこの発展しつつある商工業に課税することで大きな利益をあげていたことを捉える。またモンゴルの日本襲来は、その貿易政策の網をくぐって密貿易をする勢力をおさえることと、世界経済の根幹である「銀」の世界的産地であった日本を押さえることが目的であったことを学び、日本も世界市場の不可欠の一環であったことを知る。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

１３世紀モンゴル帝国の成立で世界はどう変わったか

モンゴル帝国はどのような政策をやったのか

蒙古襲来について


東西交通路がほとんど全て一つの国に統一されたことを知る。

モンゴル帝国の経済政策を知る。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

教科書を読み蒙古襲来の過程を知る

自分の考えをノート書く

各自の意見を発表する
教科書ｐ３４と７２の地図を見せて考えさせる

資料モンゴル帝国の政策①を提示し一つ一つ説明する

《銀の世界的産地＝日本》

資料モンゴル帝国の政策②を提示し商業に課税し統制しようとしていたことを押さえる。

教科書ｐ７１を提示する

銀産地を押さえることと海上交通の制海権をおさえることが目的であったことを指摘する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

天下御免の悪党たち②「武士にとって大事なものは何？」
１．本時の目標　①武士にとって領地を守ることは最も大事なことであり、鎌倉幕府はその要求に応えたしくみを持っていたことを確認する（復習）。

　　　　　　　　②このことを蒙古襲来における竹崎季長の言動を通じて再確認する。

２．本時の指導観　武士にとって、領地を得ることとそれを守ることは命がけであった。とりわけこのことは中小御家人にとっては死活の問題であるが、蒙古襲来絵詞を著した竹崎季長の話は「一所懸命の」武士をあらわす好例である。絵巻で先駆けせざるをえない武士の実態をふまえ、そして恩賞を得るため恩賞奉行の安達泰盛に迫る季長の弁舌を通じて「一所懸命」の武士の悲哀を実感させたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

武士にとって大切なものは？

竹崎季長の奮戦のさまを知る

季長の安達泰盛との談判の様子を知る

既得の知識をもとに領地こそ武士の命であったことを確認する。

・たった一人の季長は矢を受けて瀕死の馬に振り落とされそうになっていることを確認する。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

・季長の身になって考える

資料を読み季長の気持ちを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する
幕府は御恩・奉公の関係や訴訟によってこの要求に応えていたことを確認する

絵巻①を提示する。

「竹崎さんの今の状態は？」

季長は５００人余りの敵陣にわずか５騎で突っ込み味方に救援されたことを指摘する

小勢の武士は先駆けするしかないことを指摘し、にもかからわず季長は恩賞にもれたことを提示する

「恩賞にもれた彼はどうする？」

資料「交渉のやりとり」を提示

季長は所領を安堵され褒美に馬をもらった。幕府はこのような訴訟によっても武士を守っていたことを補足する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


  社会科学習指導案                    　　   　        　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

天下御免の悪党たち③「地獄のさたも金次第？」

１．本時の目標　①商工業の発展の中で、御家人の暮らしも変化し、借金に苦しんだ御家人は領地を失ったりしていたことを知る。 

               ②永仁の徳政令を幕府が出しても、貨幣経済の浸透の中では焼け石に水であったことをつかませる。

２．本時の指導観　  永仁の徳政令は、(１)裁判のやり直しを求める訴訟の禁止(２)今後領地をかたに借金することの禁止・御家人に領地をかえせ(３)金銭の貸し借りに関する訴訟の禁止が、その眼目であった。商工業の発展の中で生活に困っている中小の御家人にとって、この決定は一時的には生活を守れるものであったが、貨幣経済が浸透する中では焼け石に水でしかなかった。商工業の発展と御家人の困窮。そして徳政令を学ぶことを通じて、幕府崩壊の背景となった社会変化と、御家人武士の生活の変化とをつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援


借金をする御家人

商工業の発展のさまを知る

武士が領地を失うわけ

永仁の徳政令とは


自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

絵巻を読み、教科書ｐ８３の絵巻を見て人々の生活がどう変わったか考える

小問いにそって考える

永仁の徳政令を読みながら条文が何を意味しているのか、それで御家人の生活は良くなるのかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


教科書ｐ７５の図２を提示し、金を借りているのが御家人の妻であることを示す

背景として商工業の発展と貨幣経済の浸透があったことを説明

（資料集ｐ４９福岡の市を提示）

小問いを設定しなぜ武士に金が必要になるかをつかませる

小問い（借金するには何がいる）

　　（借金が膨らむとどうなる）

資料④永仁の徳政令を提示し説明を加える

小問いを設定し条文の内容とその効果について考えられるようにする

金がなくなればまた同じ事をする社会であったことを確認する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

天下御免の悪党たち④「神仏などくそ食らえ」

１．本時の目標　①悪党と呼ばれる幕府に従わない武装集団が出現し、各地で荘園をのっとったり盗賊･海賊行為をしていたことを知る。

　　　　　　　　②その背景には生活が豊かになり力を強めた農漁民がそれを支える勢力としてあり、この人々は幕府だけ出なく神仏をも恐れない人々であったことを知る。

２．本時の指導観　「下克上の世」といえば室町後期戦国時代を指す言葉として一般に理解されているが、この状況は鎌倉中後期から一般的なものになっていた。「悪党」の登場がそれであり、彼らは商工業の発展に基礎を置くと共に、集団として自立しつつあった農漁民に支持された社会階層であった。なぜなら悪党とよばれた人々は御家人や有力農民や有力商人という多様な出自を持っていたが、既成の権力に反抗し、その荘園支配や商工業支配を掘り崩す存在であったからである。悪党の実態をつかみつつ、力を強めつつある村の実態を把握し、下克上の実質をになった彼らの心情にも迫りたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

悪党とは何か？

自立しつつある農民

神仏も恐れぬ悪党の所業


「悪党」という言葉の持つイメージを手がかりに悪党の実態を考える。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読み農民たちが領主や地頭からどんな仕打ちを受けていたかを理解する

自分に考えをノートに書く

各自の意見を発表する

絵巻をみて悪党のものの考え方を知る
教科書ｐ７５の記述を提示し、悪党たちを農民が支持して荘園・公領、はては一国までも悪党が支配した例があったことを例示する

幕府も朝廷も農民にとって敵であったことを指摘し、資料⑤「怒る農民」を提示する

年貢を減らそうという魂胆であることを確認する

資料⑤悪党の行動を提示する

悪党には海の悪党＝海賊もいたことを補足する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

天下御免の悪党たち⑤「東夷なにするものぞ」

１．本時の目標　①異形の天皇後醍醐の登場の意味と、彼の国家構想・倒幕のねらいについて知る。。

　　　　　　　　②天皇に味方した悪党・有力御家人のそれぞれの思惑を考え鎌倉末期の社会政治状況をつかむ。

２．本時の指導観　宋学に基づく天皇専制の国家構想をもった後醍醐。かれはまた関所の廃止や紙幣の発行など商工業を把握しようと努めた天皇であった。後醍醐の倒幕の企てに加わった悪党はこの商工業の自由化と受け取れる政策にひきつけられたのであり、最後に荷担した有力御家人たちは彼の倒幕の呼びかけに呼応したに過ぎず、三者の思惑は微妙に食い違っていた。後醍醐の登場から倒幕の蜂起、そして鎌倉幕府の崩壊の過程を簡単にシュミレーションすることを通じて、鎌倉末期の矛盾をはらんだ状況をつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

異形の天皇後醍醐の登場

後醍醐の政治を知る

後醍醐の肖像の意味を読み解く

鎌倉末期の状況をつかむ

倒幕戦争の過程を知る


後醍醐の肖像をみて彼の人となりを考える

資料を読み後醍醐の政策で誰が喜ぶかを考える

後醍醐の肖像を見て、彼が誰を呪い殺そうとしているかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

　　　

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する
資料集ｐ５５の後醍醐の肖像を提示する

後醍醐は後鳥羽以来はじめて倒幕を考え実行し成功した天皇であることを指摘する。

資料⑥後醍醐の政治を提示し彼の政策が誰に喜ばれるかを考えさせる

後醍醐の服装は密教で神に祈るときのものであり人を呪い殺そうとしていることを指摘する

倒幕に参加しそうな人々の理由をしっかり考えるよう促す

資料⑦マンガ日本の歴史を提示し悪党の蜂起→後醍醐の脱出→有力御家人の離反の過程をおさえる

予想に止め次回の課題とする

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

天下御免の悪党たち⑥「夢のまた夢」

１．本時の目標　①建武新政のめざしたものを確認し、それが武士・貴族双方の期待とは大きく異なったものであった事をつかむ。

　　　　　　　　②室町幕府は旧来の政治の仕組みに戻したものだが、守護による地方支配が進んでいることをつかむ。

２．本時の指導観　後醍醐の国家構想は商工業の発展に基礎を置いた天皇専制であり、公家の家職も武士の既得権益も全て否定した、当時の人々には「天皇乱心」ともとれるものであった。倒幕から建武新政の成立と崩壊の過程を学ぶことを通じて、天皇・公家・武士の三者の思惑は完全にに食い違っていたことをつかみ、鎌倉末期から室町初期の矛盾をはらんだ社会・政治状況をつかませたい。そして室町幕府によって一応それは統一されたかに見えるが、守護の地方支配の進展によって幕府体制に安定をもたらしはしないことを予見させたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

鎌倉幕府崩壊の過程復習

建武の新政のめざしたもの

後醍醐の政治を知る

建武新政崩壊・南北朝・室町幕府成立の過程を知る

室町幕府の仕組みを知る


教科書を読む

建武新政は鎌倉時代の仕組みとどう違っているかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

　　　

教科書を読む

室町時代は鎌倉時代の仕組みとどう違っているかをかんがえる。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する
教科書ｐ７５を提示して読む

資料⑨建武新政のしくみを提示、鎌倉時代のしくみとの比較を指示

彼の政策が貴族の既得権と武士の既得権をも無視したものであったことを確認する

問い：では貴族や武士は後醍醐をどうしたらよい？

教科書ｐ７７を提示

資料⑪室町時代の政治の仕組みを提示し鎌倉時代のしくみと比較するよう指示

教科書ｐ７７を読み確認する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


    社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

天下御免の悪党たち⑦「いざ！帆を上げよ！」

１．本時の目標　①日本も含む日本・東シナ海・南シナ海を巡る広範囲の地域には大規模な貿易が行われており、これはかなりの高収益を得られるものであったことを知る。

　　　　　　　　②中国（明）や高麗は貿易を国家間の公的なものに制限をしており、日本が安定した外交関係をもたなっかったことが、密貿易＝倭寇を生み出した原因であり、室町幕府の勘合貿易の開始は倭寇をとり込んだものであることをつかむ。

２．本時の指導観　倭寇という海賊集団の存在は広域商業ネットワークの成立と、それに対する沿岸各国の貿易統制、そしてこの枠への日本の不在という状況を背景に成り立っている。平安中期の遣唐使の廃止以来、日本は公的な外交関係を持ってこなかった。それゆえ日本の商人は密貿易という方法以外にはこの広域商業ネットワークに参入することはできなかったのである。平安末期から室町時代までの日本の外交政策を概観しながら、安定した国際関係を結べない中での貿易商人＝倭寇の苦闘と、室町幕府成立の意味をつかまえさせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

世界貿易が発展する中で東アジアではどんなものが交易されていたか？

中国の貿易政策は？

日本の商人は東アジア貿易に参入できるか


海のシルクロードを思い出す

資料を見て何が貿易されているかをつかみ発表する

モンゴルの貿易政策を参考に、援助し統制していたことを確認する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

商人の立場になって考え、海賊をせざるをえないことを確認する（倭寇）

　　　

室町時代は鎌倉時代の仕組みとどう違っているかをかんがえる。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する
資料集ｐ５７の貿易関係図提示

貿易がいかに儲かるものかを資料を提示して補足する

国家間の貿易という形で統制していたことを補足する

遣唐使の廃止以来、日本は正式な対外関係を持っていなかったことを補足する

教科書ｐ７８を読み勘合貿易の開始をつげ、資料集ｐ５７をつかって説明

勘合符は有力な守護大名の家臣となった倭寇に与えられたことを補足する
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社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

天下御免の悪党たち⑧「土民天下を揺るがす」

１．本時の目標　①武士や貴族によって「土民」とさげすまれた農民や商工業者が「土一揆」と号して徳政を要求し、酒屋・土倉を打ち壊し、幕府に徳政令を出させて借金のかたにとられた家･田畑を取り戻していたことを知る。

　　　　　　　　②この背景には領主による、年貢の過酷な取立てと金納制への移行があり、土倉･酒屋・寺院などの高利貸しにより田畑や家屋を農民や商工業者が取られていたことが背景にあることをつかむ。

２．本時の指導観　「土一揆」の頻発は、支配階級に大いなる恐怖を抱かせたことは大乗院の日記に見られることであるが、「土民」にとっては生活基盤である家屋敷や田畑を年貢の納入のための借金によってとられたことに対する、生活防衛のやむをえない戦いであった。正長の土一揆と嘉吉の土一揆とその記録を検討する中で、このような社会背景と人々の意識の現状をつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

土民とは誰のことか？

土一揆の実態をつかむ

土民が借金をした理由

嘉吉の土一揆と徳政令

土民たちの意識
「土民」の言葉を手がかりにして、その意味を考える

土一揆とは何をし、何をねらったものなのかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読み土一揆の実態とその要求を確認する

資料を読み意味をつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する
下層民を指す言葉であり、農民だけではなく商工業者も含むことを確認

教科書ｐ８５の大乗院日記を提示する

借金を帳消しにすることが目的であることを確認する

年貢の金納や前払い制度が土民の借金の背景にあることを補足する

資料⑫を提示

土地家屋をとり返すことが目的であることを確認する

教科書ｐ８５農民の徳政宣言を提示する
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社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

天下御免の悪党たち⑨「都が燃える」

１．本時の目標　①室町時代は、応仁の乱を契機として、「下剋上の世」に入っていったことを知る。

　　　　　　　　②この背景には、「領主がその治める領域の平和を守る力がないのなら、下のものが衆議によって領主を交代させる」という、「徳治観」があったことをつかむ。

２．本時の指導観　「下剋上の世」は一般に実力によって下のものが上のものに取って代わることと捉えられているが、それは無限定の実力主義ではなく、「領内の平和を守るのが領主のつとめ」との徳治観が背後にあった。これは徳政一揆の背景をなす思想でもあり、戦乱の中で民衆が集団で自衛し、集団による決定によって領主の横暴を統制しようとしていたことの反映である。応仁の乱を境として戦争が総力戦となり、様々な社会集団が自衛武装する中で、しだいに「下剋上」の世となっていったことをつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

室町幕府のしくみを考える

応仁の乱について学ぶ

下剋上とは？
幕府の実権を握っているのは誰なのかを図をもとに考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料に基づき応仁の乱の実態をつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

以上の学習をもとに下剋上の内容を確認する
幕府のしくみ図を提示

・税の一元化・管領による幕府の統制を確認する

６代義教はくじびき、８代義政のあとつぎ争いで応仁の乱となったことを補足する

· １０年間都やその近国を戦場としたこ・総力戦になり戦場への動員や放火、苅田狼藉、ひとさらいなど民衆の生活に多大な被害を及ぼしたことを補足

· 資料応仁の乱の被害を提示

資料集を使い山城の国一揆・祇園祭など町や村の自治の例を簡単に示す

国の平和を守れない上のものを下が追放することであることを確認する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　　　　　　この政策で利益をえるのは誰だろうか？





　　　　土民は何の為に何を担保として借金をしたのか？





幕府を倒すにはどんな人たちに協力を頼んだら良いか？





　　　　　　なぜ農民たちは悪党の行動を支持したのだろう？





　　　　足利高氏は、なぜ鎌倉幕府を倒そうとしたのか？





　農民たちはこの訴えを領主に出して何をしてほしいのだろうか？





この徳政令で御家人が２度と領地を質入することはなくなるだろうか？　　　





町や村を荒らされた商人や職人や農民はどうやって自分の生活を守っただろう？





竹崎季長が自分の首をかけてまで恩賞を要求するのはなぜだろう





　　　　モンゴル帝国が日本を攻めた目的はなんだろう？





　　モンゴル帝国が商人が喜ぶ政策をとったのはなぜだろう？





　　　なぜ借金をする御家人が増えたのだろう？





なぜ竹崎季長は小人数で敵の大群に突っ込んだのだろう





　土民はどのような気持ちでこの言葉を地蔵の石に刻んだのか？





後醍醐天皇は誰の力を弱め、誰を中心とした政治にしようとしたか？





　室町時代は鎌倉時代にくらべ誰の力が強まっているか？





　　　　将軍は誰がどのようにして決めるのだろう？





　勘合貿易が始まったことで、倭寇はどうなったと思いますか？





　　　このとき日本はモンゴル帝国と国交を結んでいたか？








